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佐賀県におけるチャトゲコナジラミとシルベストリコバチの発生分布と消長 

[要約] 

チャトゲコナジラミは、本県の主要茶園地帯のほぼ全域に生息域を拡大し、天敵昆虫

のシルベストリコバチも分布を拡大している。チャトゲコナジラミ成虫の県内での発

生は年に 3～4 回で、標高により発生時期に差がある。 
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[背景・ねらい]  
本県では平成２６年３月に初めてチャトゲコナジラミの発生が確認され、その

後生息域を拡大している。一方で、チャトゲコナジラミの天敵としてシルベスト

リコバチが知られており、その温存が重要な防除対策になるとが明らかとなって

いる。そこで、県内の主要な茶生産地域におけるチャトゲコナジラミと天敵昆虫

のシルベストリコバチの分布状況と発生消長を明らかにし、防除対策の参考とす

る。 

 
 [成果の内容] 

１． 佐賀県における平成 29 年 12 月時点でのチャトゲコナジラミ発生確認地域は、基山町、

吉野ヶ里町、唐津市、伊万里市、有田町、武雄市、嬉野市、太良町で主要茶園のほぼ

全域に生息している（図１）。 

２． 佐賀県における平成 29 年 12 月時点でのシルベストリコバチ分布確認地域は、吉野ヶ

里町、伊万里市、有田町、武雄市、嬉野市である（図 1）。 

３．チャトゲコナジラミ成虫の発生は、標高 90ｍで年 4回、標高 370～380ｍで年 3回であ

り、標高により発生時期に差がある（図 2）。 

４．シルベストリコバチは春季から秋期にかけ不規則に誘殺され、チャトゲコナジラミ成

虫発生ピークの直後に誘殺数が増加する（図 3）。  

 
[成果の活用面・留意点] 

１．県内のチャトゲコナジラミ防除に活用できる。 

２．成虫期防除は効果が劣るため、若齢幼虫期（発生した成虫が見えなくなった頃）に薬

剤による防除を行う。 

３．チャトゲコナジラミが多発した茶園では、葉裏に薬剤が付着しやすいように、裾刈り

や枝条更新を行った後防除を行う。 

４．天敵昆虫シルベストリコバチが確認できている地域では、有機リン系、カーバメート

系、ピレスロイド系、ピロール系、ネオニコチノイド系などの、シルベストリコバチ

に影響のある農薬の使用を極力控え、天敵の温存を図る。 



[具体的なデータ]  

         
図１ 佐賀県におけるチャトゲコナジラミとシルベストリコバチの生息確認地域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ チャトゲコナジラミ成虫発生の標高による違い 

注）陣野、坊主原は H28・H29 年の平均、下岩屋は H27～H29 年の平均、 

      茶試は H29 年の単年、凡例の（ ）内は標高を示す 

 

 

 

 

 

 

図３ シルベストリコバチ誘殺数の推移 
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